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紫
式
部
日
記
の
寛
弘
５
年
11
月

１
日
の
記
述
に
、
酒
に
酔
っ
た
藤
原

公
任
か
ら
「
あ
な
か
し
こ
、
こ
の
わ

た
り
に
若
紫
や
さ
ぶ
ら
ふ
」
と
か
ら

か
わ
れ
た
と
あ
る
。「
若
紫
」は
源
氏

物
語
の
登
場
す
る
若
い
姫
君
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
年
増
の
紫
式
部
は
頭

に
来
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の

記
述
が
日
本
を
代
表
す
る
古
典
文

学
で
あ
る
源
氏
物
語
が
歴
史
上
は

じ
め
て
記
録
さ
れ
た
日
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
平
成
24
年
よ
り
「
古
典
の

日
」
に
制
定
さ
れ
た
の
だ
。

今
年
の
古
典
の
日
に
は
、
私
の
恩

師
で
あ
る
元
広
大
附
属
福
山
高
校

の
副
校
長
で
あ
っ
た
落
健
一
先
生

に
よ
る
講
演
会
「
源
氏
物
語
と
百
人

一
首
」
が
開
催
さ
れ
、
県
民
文
化
セ

ン
タ
ー
が
満
員
と
な
っ
た
。

古
典
と
言
え
ば
堅
苦
し
く
敷
居

の
高
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
落
先

生
の
軽
妙
か
つ
興
味
深
い
講
演
に

皆
引
き
込
ま
れ
て
い
た
。
例
と
し

て
、
源
氏
物
語
に
鞆
の
浦
の
情
景
描

写
が
あ
る
が
、
紫
式
部
が
鞆
を
訪
問

し
た
記
録
は
無
い
。し
か
し
、紫

式
部
の
祖
父
が「
備
後
守
」で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
祖
父
よ
り
鞆

の
情
景
を
聞
い
た
の
で
は
な
い

か
と
推
定
が
で
き
る
と
い
う
。

そ
れ
に
し
て
も
昨
今
の
古
典

ブ
ー
ム
に
は
驚
く
ば
か
り
で
、

古
典
ゆ
か
り
の
神
社
仏
閣
を
巡

る
よ
う
な
ツ
ア
ー
は
大
人
気
だ
。
福

山
に
も
明
王
院
に
あ
る
「
三
十
六
歌

仙
絵
扁
額
」や
、国
際
収
蔵
館
の「
絵

入
源
氏
挿
絵
貼
屏
風
」
な
ど
は
大
変

な
お
宝
で
あ
る
。
こ
れ
ら
福
山
の
持

つ
古
典
ゆ
か
り
の
お
宝
を
も
っ
と

Ｐ
Ｒ
す
れ
ば
、
多
く
の
人
が
福
山
を

訪
れ
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
百
人
一
首
と
言
え
ば
、
私

は
中
学
生
の
時
に
百
人
一
首
大
会

で
優
勝
し
た
経
験
が
あ
る
。
別
に
百

首
を
全
部
憶
え
る
必
要
は
無
く
、

「
決
ま
り
字
」
憶
え
て
「
秋
の
田
」
と

く
れ
ば
「
我
が
衣
手
」
と
い
う
具
合

に
、
歌
の
持
つ
意
味
な
ど
関
係
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
大
会
が
古
典
に
親

し
む
良
い
機
会
と
な
っ
た
事
は
間

違
い
な
い
。
私
は
全
中
学
校
で
百
人

一
首
大
会
を
開
催
す
る
よ
う
議
会

で
提
案
し
て
い
る
。

落
先
生
の
講
演
に
よ
れ
ば
、
源
氏

物
語
と
百
人
一
首
の
関
連
性
は
本

当
に
奥
が
深
い
。
百
首
の
歌
に
隠
さ

れ
た
源
氏
物
語
に
対
す
る
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
解
析
す
る
楽
し
み
を
知
れ

ば
、
さ
ら
に
古
典
フ
ァ
ン
が
増
え
、

来
年
は
リ
ー
デ
ン
ロ
ー
ズ
が
満
員

に
な
る
だ
ろ
う
。

11
月
１
日
は
古
典
の
日

大田ゆうすけ
（福山市議会議員）

毎月 1日号に掲載
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